






















を KAINS と呼 び， 現 在，2011 年 に 稼 動 を開 始した
KAINS11 というネットワークが稼動しています．また，ア
カンサスポータルを始めとした本学の各種情報通信サービ
スの多くの部分は SYSTEM12 と名付けた 2012 年稼動の
情報通信機器群上に構築されています．
　情報基盤部門では KAINS11，SYSTEM12 の後継と









































































































　IPv6 は，現行の IPv4 と互換性を持たなかったことから
段階的な以降が必要となり，移行期においては複雑なネッ
トワーク運用が強いられます．このようなネットワーク環境
においては，利用者視点でのネットワーク状態評価が重要
となります．そこで，利用者側からのネットワーク状態評価
手法を確立し，ネットワーク運用者に対して的確な情報伝
達を可能とする仕組みを研究しています．なお，この研究は，
科学研究費補助金（「IPv6 時代におけるネットワーク状態
評価手法に関する研究」研究課題番号 15K00118）の支
援のもとで進められています．
（2）広域分散ストレージの活用と評価
　地理的に離れた複数の拠点に配置したストレージ資源
を，仮想的に一つのストレージとして扱う技術が広域分散
ストレージであり，他大学の研究者と連携して評価実験ネッ
トワークを広域に展開し研究を進めています．2014 年度に
は，総務省戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）
先進的通信アプリケーション開発推進型研究開発（契約番
号 0155-0136）の採択を受けて構築した，様々な災害や故
障を模倣して発生させ検証・評価に用いるプラットフォーム
を用いて，広域分散ストレージの耐障害性評価を実施しま
した．
5 おわりに（これからの情報基盤部門）
　情報基盤部門には，現在３名の教員が名を連ね，それ
ぞれの経験や知見，さらに最新の研究成果をもとに，本
学の情報基盤である KAINS の構築・運用・展開に尽力し
ています．また，学内外からの求めに応じ，情報通信ネッ
トワークの構築や情報セキュリティポリシーの確保に貢献し
ています．昨今，情報セキュリティの一層の強化や，万一
の事案発生時の緊急対応体制の整備，さらに大規模災害
発生時などを念頭においた事業継続計画（BCP）の立案と
実施などが必要とされており，情報基盤部門が担う業務は
質も量もそしてそれらに対する学内外からの期待も日に日
に大きくなってきています．
